
〓
映
画
と
講
渡

（参
加
者
四
百
人
）

講
演
「日
本
映
画
の
伝
統
と
無
法
な
」

講
師

佐
藤
忠
男
さ
ん

日
本
政
画

■
板
校
長

映
画

「無
法
松
の

一
生
」

１
９
５
８
年

監
誉

稲
垣
浩

二
演

一二
船
敏
郎

ヘ
ニ
ス
国
際
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ

買
賞

１
月

７
日

特
別

企
画
展
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
Ｌ
両
と
識
演

を
小
倉
■
荷
Ｅ
パ
ス

テ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
，
前
町

の

ケ
藤
さ
ん
の

「イ
法
い
は
、
日
本
映
両

で
は
抗
的
に
対
か
れ
て
き
た
男
ら
し
さ

の
例
外
で
　
む
し
ろ
西
平
の
所
十
道
に

通
じ
る
と
こ
る
が
新
し
い
。」
な
ど
楽
し

い
お
話
の
後

映
画
を
銃
宮
し
ま
し
た
。

寝
か
し
い
名
作
に
　
実
い
あ
り
に
あ

り
の
上
映
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
第
二
回
特
別
企
画
展

「作
家
の
自
筆
原
稿
で
た
ど
る

〈文
字
二
【
春
〉
展
」

川
端
康
成
、
三
島
由
紀
夫
　
大
幸

一
ね
、
大
江
健
三
郎
な
ど
、
作
家
の
直
筆

賀
料
を
展
示

北
九
州
市
立
丈
字
館
で
は
　
第
二
回

特
別
↑
画
民
と
し
て

「作
家
の
自
年
原

稿
で
た
と
る

一文
学

十
本
ヤ
度
」
を

開
催
し
ま
す
（
ヨ
ロ
本
」
を
テ
ー
マ
に
、

約

打
名

の
作
家
と
作
品
を
紹
介
。
青

春
を
対

い
た
作
品
や
　
作
家
が
十
本
時

代
に
玖
掌
し
た
作
品
を
　
１
９
２
０
年

代
以
降
の
文
牛
の
展
開
に
冷

つ
て
展
示

し
ま
す
。
日
本
近
代
文
学
＝
の
協
力
の

下
　
作
家
の
自
筆
原
稿
や
書
前
　
半
行

本
な
ど
を
出
品
す
る
予
定
で
す
。
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
主
な
慶
示
予
定
資
料

］

―

第

１
部
～
去
と
■

川
瑞
康
成

「
伊

！
の
抑
子
」
白
争
原

稿
　
伊
藤
者

「を

い
計
人
の
肖
像
」
自

空
原
稿
、

二
阜
由
社
大

坂
本

一
亀
苑

き
高
　
■
行
淳
之
介

「
邸

―…Ｈ
」
白
年
原

稿
　
石
ｈ
慎
大
郎

「大
陽
の
手
飾
」
白

筆
原
稿

新
川
和
江

一
わ
た
し
を
束
ね

な

い
で
」
自
筆
原
稿
　
〓
浦
打
郎

「
忍

ぶ
川
」
自
筆
原
稿

ほ
か

―

第

２
部
ヽ
思
想
と
社
会

票
山
専
村

私
中
記
メ
モ
、
小
小
夕
草

二

「螢
上
統
」
白
年
原
稿
、
中
野
王
ｉｔ

竹
水
道
允
喜
筒
―
獄
中
か
ら
、
小
日

実

「
何

で
も
兄

て
や
ろ
う
」
自
年
原

稿
ｔ
高
橋
和
Ｌ

「〓
骸
な
る
党
派
」
白

筆
原
稿
　
ニ
ロ
試
広

「供

っ
て
何
」
白

筆
原
稿

ほ
か

―

第

３
部
ヽ
戦
争
と
青
春

地
田
書
衛

芥
川
比
呂
志
化
は
が
さ

巾
打
共

一
郎

「物
語
の
た
め
に
―
，
詩

十
席
―
」
詩
柏

福
水
武
彦

口
Ｈ
別
」

白
害
原
稿
　
野
阿
宏

坂
本

一
亀
を
吉

筒
　
材
崎
春
生

「
桜
島

一
自
筆
ｈ
稿
、

大
問
昇
平

「
武
蔵
野
大
人
」
訂
正
消

一坂
本

一
亀
元
書
前
巾
）

安
岡
章
大
郎

「悪

い
１１１
出
」
白
筆
原
和
　
九
谷
才

一

「任
ま
く
ら
ｔ
自
筆
原
稿

ほ
か

‐
　
第

４
部
～
十
本
行
拒

中
原
中
ｕ

長
合
川
本
子
妃
き
前
　
大

学
市

「
人
間
失
格
」
「
州
陽
」
自
争
原

稿
　
■
上
靖

一
聞
年
」
自
筆
原
稿

遠

藤
川
作

「白

い
人

一
自
筆
原
稿

大
江

健
〓
郎

「飼
育
」
「仙
人
的
な
体
験

一
自

■
原
稿
　
ｉ
木
寛
之

「皆
ざ
め
た
馬
を

見
よ
」
白
ｉ
原
市

と

，１
蒸

「赤
”
巾

ち
ゃ
ん
気
を

つ
け
て
」
白
筆
原
稿
、
村

上
能

「
限
り
な
く
這
明
に
近

い
ブ

ル

ー
」
自
れ
原
稿

高
村
の
ぶ
子

「光
地

く
え
よ
」
自
筆
原
稿
　
山
田
詠
美

「
ツ

ウ
ル
　
ミ

ュ
ー
ジ

ツ
ク
　
ラ
バ
ー
ズ

オ
ン
リ
ー
」
白
峯
，
和

ほ
か

■
２
０
０
７
年
収
蔵
品
展

１
月

い
日

（火
）
よ
り

，
月

Ｓ
Ｈ

（Ｈ
）
ま
で
、
企
両
足

小
合
に
お
い
て

「
２
０
０
７
年

収
蔵
品
展
」
を
開
＝
し

て
い
ま
す
．

収
歳
出
展
で
は
　
■
設
民

小
で
相
介

し
さ
れ
な

い
収
蔵
資
■

の
う
ち
　
ぜ

ひ
　
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
も
の
を
　
紹

介
し
て
い
く
予
定
で
す
。
今
年
は
　
例

年
北
九
州
市

で
行
わ
れ
　
第

６

回
を

迎
え
る
今
回
女
■
■
句
大
会

の
開
性

（３′る
、
４
）
に
合
わ
せ
　
■
句
に
点
点

を
あ
て
た
展
示
を
行
い
ま
す
。

女
性
俳
人
の
さ
き
が
け
と
言
わ
れ
る

杉
―ユー
久
女
は
　
結
婚
後
　
小
合
で
作
句

を
は
じ
め
ま
し
た
。
今
回
は
　
そ
の
久

女
を

一
配
有
名
に
し
た
句

「伊
し
て
山

ほ
と
と
ぎ
す
は
し
い
ま
ま
」
と
都
」是
し

た
い
け
軸
を
屁
示
し
て
い
ま
す
．
能
■

と
し
て
知
ら
れ
る
年
攻
を
お
楽
し
み
く

た
さ
い
。
ま
た
、
久
女
は
実
行
や
子
芸

の
チ
能
に
も
恵
ま
れ
　
捨
も
よ
く
抵
き

ま
し
た
。
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し

刺
臨
や

彩
色
を
ほ
ど
こ
し
た
帯
絵
は
　
鳳
鳳
や

四
季
の
化
■
を
あ
し
ら

つ
た
率
鷺
な
大

作
。
そ
の
向
才
を
仁
え
ま
す
．

向
じ
噴

久
女
か
ら
俳
句
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
た
の
が
　
小
倉
中
原

槽
山

れ
の
女
二
人
橋
本
夕
を
子
で
す
。
二
人

の
交
流
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
、
久
女

が
櫓
山
な

の
橋
本
家

へ
卿

つ
た
直
筆

の
色
紙
や
、
多
に
子
が
、
久
女
を
偲
ん

で
訴
ん
だ
句
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
，夕

住
子
に
つ
い
て
は
　
遣
安
の
ｎ
４

も
多
く
ご
寄
昭

い
た
だ

い
て
お
り
、
今

回
は
そ
の
中
か
ら
文
机
や
昔
制
と
し
て

活
用
し
て
い
た
飾
り
初
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
散
か
な
句
作
の
テ
囲
気
を
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
　
と
思
い
ま
す
．

野
村
喜
れ
、
横

―――
自
虹
を
は
じ
め
、

北
九
州
ゆ
か
り
の
作
句
作
家
の
資
村
も

多
数
民
示
し
て
い
ま
す
。
特
に
　
枝
山

白
虹
に
つ
い
て
は
　
そ
の
多
Ｌ
に
わ
た

る
交
誼
か
ら
出
口
者
子
や
西
束
■
鬼
な

ど
と
の
連
名
に
よ
る
資
料
を
、
お
栞
し

み
い
た
だ
け
ま
す
．

こ
の
ほ
か
、
森
惇
外

（史
仁
も

の
）

の
代
表
作

「渋
江
抽
京
」
に
関
す
る
書

的
や
　
コ
ミ
さ
ん
の
変
称
で
親
し
ま
れ

た
―――
中
小
実
月
の
原
稿
な
ど
を
圧
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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